




















































１  ）分析対象：生活支援看護学実習 １ 週めの学内カンファ
レンスでおこなった，KJ 法を用いたグループワークで
作成した図解。１ 年間に ４ 回，16名程度の学生が 2 グ

































































表 １ 　生活支援看護学実習　実習総括　ルーブリック評価指標（目標 ５ .「学習者として」を除く）
― 29 ―
看護学生がとらえた「サテライト・デイ」の意義と実習時期による学習到達度の相違
１ ．第 １ クール


























表 ２ 　第 １ クールの KJ 法表札とルーブリックとの照合
図 １ 　第 １ クール KJ 法図解
― 30 ―
木下　香織・栗本　一美・丸山　純子・古城　幸子





























では，到達レベルが １ や 2 にとどまっていた（表 ３ ）
表 ３ 　第 ２ クールの KJ 法表札とルーブリックとの照合
図 ２ 　第 ２ クール KJ 法図解
― 31 ―
看護学生がとらえた「サテライト・デイ」の意義と実習時期による学習到達度の相違
３ ．第 ３ クール






























表 ４ 　第 ３ クールの KJ 法表札とルーブリックとの照合
図 ３ 　第 ３ クール KJ 法図解
― 32 ―
木下　香織・栗本　一美・丸山　純子・古城　幸子
４ ．第 ４ クール




















到達レベルも １ ～ ３ にわたっていた（表 ５ ）。
表 ５ 　第 ４ クールの KJ 法表札とルーブリックとの照合
Ⅳ　考察
１ ．学生のとらえた「サテライト・デイ」の意義












































































とがうかがえた。また，第 １ クールと第 2 クールのサテ
ライト・デイの内容として，対象地域の小学生との交流
が共通していたが，「異世代交流」に関する内容は第 １ クー







































































８ ）前掲 ７ ）と同じ．
９ ）前掲 ３ ）と同じ．
